
地

球

解
二
十
二
巻

第
二
鍍

三

円

川

ニ

地

球

説

略

と

鎚

地

球

説

略

-
維
新
前
後
の
新
天
文
地
坪
説
は
封
す
る
反
動
思
想
の

1i
例
-
A

｣

江
月
時
代
の
初
中
期
は
あ
っ
て
我
囲
人
は
多
-
利
喝

襲
以
下
の
明
未
晴
初
支
部
に
於
け
る
耶
蘇
愈
派
定
数
師

等
の
事
に
成
っ
た
地
坪
番
は
よ
-
西
方
の
地
排
撃
を
尊

ん
だ
の
で
あ
る
が
､
之
も
そ
の
後
に
於
で
の
探
検
や
磯

風
の
結
果
購
大
さ
れ
て
き
て
ゐ
た
西
欧
人
の
地
坪
的
知

織
は
比
べ
る
と
中
期
以

後
は
あ
っ
て
は
殊
に
甚
し
-
時

代
遅
れ
の
も
の
と
な
っ
て
ゐ
ね
.
し
か
る
は
天
明
の
頃

よ
-
は
恰
も
蘭
尊
の
興
隆
に
脅
し
漸
次
之
等
儀
式
支
那

地
球
番
の
支
配
か
ら
仮
し
て
直
接
蘭
を
介
し
て
西
洋
最

新
の
地
坪
的
知
識
に
接
す
る
乙
と
は
在
っ
た
の
で
､
文

化
文
政
以
後
は
な
る
と
我
が
地
坪
撃
界
は
漸
-
世
界
の

水
準
に
追
随
し
得
る
迄
に
立
ち
至
っ
て
ゐ
ね
｡
か
の
丈

岩

根

保

重

化
七
年
に
完
成
し
た
官
板
世
界
固
た
る
高
橋
景
保
の
新

訂
苗
圃
金
岡
は
ま
n
ほ
乙
の
段
階
に
到
達
し
た
こ
と
を

示
す

7
つ
の
藤
枝
と
も
云
ふ
べ
き
で
､
そ
れ
以
後
幕
末

は
か
け
て
蘭
藩
を
原
櫨
と
し
た
皆
時
と
し
て
は
精
細
を

外
囲
地
誌
は
膏
地
林
嘉
の
興
地
誌
略
､
箪
作

一
門
の
坤

輿
固
織
､
同
覇
､
八
紘
通
誌
､
杉
田
玄
瑞
の
地
学
正
宗

或
は
過
不
及
藤
の
苗
圃
源
路
之
記
等
数
指
を
屈
す
io
事

が
拙
凍
る
の
で
あ
る
｡
し
か
し
江
戸
時
代
末
期
は
及
凡

で
も
洋
学
は
荷
は

一
部
人
士
の
尊
有
物
た
る
状
態
は
止

普
-
'

7
万
野
外
踊
係
の
切
迫
か
ら

一
般
に
海
外
の
新

知
識
を
要
求
す
る
rJ
と
が
急
と
夜
つ
ね
の
で
S
と
-1
地

坪
撃
の
み
な
ら
ず
他
の
諸
撃
に
於
で
も
嘉
永
以
後
に
な

る
と
常
時
支
那
に
於
で
西
洋
人
は
よ
-
､
も
し
く
は
酎



拝
啓
を
原
接
と
し
て
著
評
せ
ら
れ
た
漢
文
事
は
よ
-
四

方
文
物
を
尊
ぶ
h
J捷
種
と
す
る
に
室
-
､
か
-
て
再
び

盛
ん
は
漢
籍
唐
本
を
介
し
て
西
洋
尊
術
が
我
問
に
鼎
介

さ
れ
る
機
運
に
な
っ
て
ゐ
ね
.
か
-
し
て
地
坪
撃
は
於

て
も
情
の
林
則
徐
謬
魂
源
垂
輯
鯨
岡
同
志
､
英
の
基
経

廉
撰
地
群
金
志
p
米
の
補
治
文
撰
聯
邦
志
略
等
の
漢
文

外
闘
地
坪
臓
係
藩
が
続
々
我
問
で
も
翻
刻
或
は
和
解
刊

行
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
fJ
J
は
述
べ
る
地
球
詮
略

も
亦
維
新
前
後
に
於
い
て
我
図
人
の
地
相
的
知
識
横
大

は
少
か
ら
ず
貢
厭
し
た
pJ
の
種
漢
文
地
理
番
の

1
つ
で

あ
っ
た
｡
故
上
の
外
観
地
珊
踊
係
藩
の
一
々
に
つ
い
て

は
地
相
論
叢
第
四
輯
所
載
の
拙
稿

｢
徳
川
時
代
に
於
け

る
外
囲
地
班
踊
係
著
評
の
概
観
並
に
資
料
の
解
説
｣
に

解
介
し
て
海
い
た
｡

〓

プ

り
-
ナ
ル

地
球
説
帖
の
著
者
は
合
衆
図
人
轟

理

哲

で

､
原
著
は

成
盟
六
年
(
一
八
五
六
)寒
波
で
出
版
n
れ
六
･C
の
で
あ

る
が
そ
の
後
も
四
年
を
経
て
寓
妊
元
年
賀
作
陳
苗
の
訓

鮎
に
よ
み
我
図
は
於
で
79
三
相
本
に
復
刻
さ
れ
て
居
-

地
球
訣
略
と
鎚
地
球
設
略

爾
凍
旗
重
版
さ
れ
て
そ
の
元
治
元
年
版
の
も
の
は
準
開

成
新
版
と
在
っ
て
ゐ
る
.
明
治
以
後
は
於
で
も
重
刊
の

計
塞
あ
-
し
も
の
IJ
如
-
明
治
七
年
刊
の
聯
邦
志
略
の

奥
附
に
も
地
球
詮
略
再
校
近
刻
の
預
骨
が
出
て
ゐ
る
由

で
(中
村
久
四
郎
氏
著
｢
蔑
見
鹿
討
｣
に
よ
る
)
本
番
が
維

新
前
後
の
我
が
配
骨
に
頗
-
要
求
さ
れ
世
人
の
世
界
知

識
を
坊
め
る
上
に
貢
献
し
て
ゐ
ね
こ
と
は
之
等
に
ょ
っ

て
も
想
像
n
れ
稗
る
の
で
あ
る
が
田
本
教
育
資
料
は
よ

る
と
明
治
丑
年
新
学
制
公
布
以
前
本
尊
を
含
む
上
越
漢

文
地
坪
番
を
教
科
脊
も
し
-
は
参
考
藩
は
採
用
し
て
ゐ

九
番
薄
の
撃
館
は
金
樺
､
稲
井
､
出
石
､
田
遊
､
紳
月

淀
､
延
岡
等
多
数
に
上
っ
て
ゐ
カ
と
云
ふ
｡
蓋
し
洋
学

の
普
及
が
榊
は

一
般
的
で
夜
-
樺
番
頭
破
カ
の
充
分
で

な
か
っ
た
督
時
と
し
て
は
之
等
漢
謬
番
は
よ
る
の
が
最

も
時
宜
に
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
｡
地

球
詮
略
は
そ
の
後
も
甘
酒
七
年
に
は
赤
韓
常
道
に
よ
-

地
球
誰
略
和
解
､
明
治
八
年
に
は
藤
田
敬
業
に
よ
か
地

球
訣
略
謬
解
と
し
て
和
謬
刊
行
79
さ
れ
て
ゐ
て
明
治
初

年
に
引
き
頂
き
長
い
岡
地
珊
番
と
し
て
の
生
命
を
持
ち

こ

這

e
lPT
三



地

球

飾
二
十
二
容

つ
1J
け

てゐ
た
も
の
ら
し
い
0

本
番
の
構
成
は
上
巻
地
球
圃
憶
説
､
地
球
輸
特
設
'

地
球
園
詮
､
大
洲
国
語
､
大
津
園
寵
の
地
球
親
論
及
び

鵡
細
缶
大
洲
園
説
'
中
巻
欧
凝
巴
大
洲
閲
説
､
下
番
亜

弗
利
加
大
洲
固
詮
､
換
大
利
大
洲
間
数
､
南
北
亜
美
利

溺
大
洲
岡
龍
の
地
誌
よ
-
な
ら
､
食
餌
両
軍
球
園
の
ほ

か
.
食
中
各
洲
の
は
じ
め
に
地
問
を
入
れ
'
ま
ね
人
物

生
物
そ
の
他
文
物
を
不
し
た
塘
園
を
抑
止
で
あ
る
｡

を
の
記
事
放
蓮
の
内
容
は
格
別
特
記
す
べ
き
禅
の
も

の
で
は
覆
い
が
直
裁
明
確
な
漢
文
特
有
の
名

調
子
で
今

日
の
地
排
番
の
記
述
文
鰭
は
慣
れ
た
眼
で
見
る
と
興
味

が
少
-
な

い
の
で
後
述
す
る
鎚
地
球
訟
略
の
翰
難
に
踊

係
す
る
部
分
を
便
宜
上
大
鰭
前
記
赤
輝
氏
の
直
鐸
文
ほ

し
ね
が
っ
て
抄
記
し

て見
や
う
｡
先
づ
欝

?
の
地
球
間

概
説
を
見
る
ほ
'

上
古
ノ
人
多
ク
地
ハ

允

レ
年
班

EL
･h
テ
行
カ
ズ
動
力
ズ
'
タ
ヾ
各
日

単
底

IL
H

ハ
水
分
m

-

川
チ
晩

Fr
室
-
テ
拓
チ
､
某

IL
月

ハ
水
分

ヨ

少
川
テ
暁

IT
東
リ
テ
搭
ッ
ト
調

ヒ
､
特

二
此

レ
日
ヤ
月
ヤ
何

レ

ノ
虚

ヨ
リ
氷
リ
テ
何

レ
ノ
磨

rE
去
ル
カ
ヲ
宋
ダ
慮

ハ
ザ
ル
ナ
リ
O
地
底

lL

典

シ
テ
糸
批
ア
ル
ヤ
否
ヤ
､
骨
如

ル
鵬

ハ
ズ
O
故

二
各
人
ノ
擬
読

ス

節
二
雛

三

米

田
餌

ル
同
シ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
｡

今

ノ
天
文
士
其
ノ
米
珊
ヲ
寮
･h
テ
衆
人

lF

倍
知

シ
テ
謂

フ
｡
地

ハ
平
地

EL
非
ズ
'
是

レ
開
聞

エ
ン
テ

ー
ノ
磯
形

ノ
如

シ
ノ
耽
ハ
別

間
ll

非
ズ
o
明
朝

1J
利
瑞
密
紛
糾
望
ノ
防
人
中
開

lr
入
リ
ン
m
リ

即
チ
此
ノ
取
材
リ
テ
明
腐

fT
之

レ
ヲ
用

ユ
｡
好
期

工

至
リ
テ
モ
亦

カ
タ
ノ
如

シ
ト
云

々
O
倣

l1
中
閲

ノ
近

傍曲
り
･･L
云

ハ

サ

ル
ナ
シ
.
亦
杏
ト
シ
テ
版
按

ノ
ナ
キ

JJ
非
ザ
ル
ナ
リ
O
轡

へ
バ

ー

大
河
ノ
如
ク
的
サ
五
六
割
ナ
ル
ーF
'
人
ソ
バ
ダ
チ
テ
典
現
ヲ
低
ウ
シ

封
樺

ヲ
半
肩

ス
レ
パ
掛
梓

ノ
小
尿
小
艇
平
地

fL
シ
テ
僻
見
ル
コ
ト
ヲ

柑
ズ
シ
テ
ク
ヾ
封
搾

ノ
山内
ー
大
樹

ヲ
見
ル
ノ
･"
｡
此

レ
何

ノ
故
ゾ
O

水
滴
ノ
枚
高

l…
シ
テ
ホ
ヾ
囲
形

ヲ
ナ
ス
ーE
囲
ル
｡
即
チ
朗
ク
日
ヲ
漣

ル
ノ
故
ナ
-
.
此
節

一
′
腰
擁

ナ
少
｡

と
し

て

以
下

推
算
は
近

づ
-
船
の
幡
顕
よ
ら
舶
倦
む
漸

次
服
は
見
ゆ
る
の
押
､
中
開
よ
･a
酋
航
の
鹿
が
東
方
よ

-
再
び
申
開
に
撞
着
す
る
の
排
及
び
日
蝕
の
際
は
於
け

る
地
球
の
陰
影
の
圃
形
在
る
の
班
の
四
済
櫨
を
掲
げ
て

此
ー四
線
有

ル
ヲ
否
卜
虎

ス
O
抑

'-
地
球
民
形
ノ
果
然
･1
シ

テ
カ
ク
脚

ナ
ル
ヲ
見
ル
fT
就
テ
犬
.f
･満
開
或

ハ
水
程
戎

ハ
陸
路
僻
耕
鵡
シ
テ
以

テ
徒
爽

ヲ
籍

ス
吋
キ
ヲ
知

ル
ぺ
･L
｡
赴

ヲ
以
テ
西
幽
人
称

)l
大
船

ヲ

川
テ
田
海

ヲ
解

的
シ
地
形
ヲ
寮
究

シ
､
且
ツ
離
ク
推
井

シ
テ
地
球
ノ

イ
ク
バ
ク
的
ク
､
イ
ク
バ
ク
大

rf
J
イ
ク
バ
ク
原
ク
J
イ
ク
▲バ
ク
粍

キ
Th
如
ル
コ
ト
ヲ
符
ク
リ
｡
計
ル
(1
地
中
紅
裡
共
ノ
長
サ
ニ
鳳
七
千

六
官
九
十
二
盟
有
リ
｡

井
ノ
周
周
ヲ
濃
将

ス
ル
こ
八
滞
七
千

l
官
九



卜
二

軸
祈
り
｡

で
結

ぶ

｡
姉
二

地
球
輪
概
説

で
は
地
球
の
運
動
及
び
そ

れ
に
基
-
番
夜
四
季
の
別
を
説
明
し
て
日
く
'

地
球
ハ
布
臼
田
J!
リ
シ
テ
光
二
向
フ
テ
白
幡
シ
'
1
次
と
シ
テ

一
読

准

ヲ
成

シ
､
陵
虐
組
テ
牛
耐
ヲ
以
テ
日

IF
向

7
0
枚

二
日
北
ヲ
柑

ル

ノ
虚

ハ
則
チ
幾
ト
ナ
-
､
日
光

,r
背
ク
虚

ハ
別

チ

夜
ト
ナ
ル
｡
ア
ル

入
関

7
､
地
球
ノ
蘇
日
轍
謝

ス
ル
モ
地
上
ノ
物
件
何

ヲ
以
テ
傾
倒
ヲ

見
ザ
ル
ヤ
ト
｡
谷
テ
ロ
ク
､
地

二
晩
力
布

ル
ーF
t判
り
テ
周
闘
ノ
物
ヲ

吸
引

シ
之
ヲ
シ
テ
地

,l
吸
荊

セ
シ
ム
ル
故

,r
何
例

セ
ザ
ル
ナ
リ
ト
｡

(
中
略
)

叉
地
球
ノ
軸

ス
ル
常

二
親

Fr
向

フ
｡
故

二
人
常

二
日
ノ
火

ヨ

リ
川

ル
ヲ
見
ル
ハ
此
1

小
川
ナ
リ
O
又
1
犬

用
ア
リ
｡
砦

シ
地
球

ハ

日
ヲ
メ
ダ
リ
テ
耐
シ
テ
職
ジ
篠
年
必
ズ
Eヨ
ヲ
細

,､,
テ
一
周
シ
以
テ
四

時

ヲ
･:.<
ふ
.ル
ナ
リ
O
(
中
略
)
共
ノ
ー当
時
ヲ
成

ス
何

ノ
故
ゾ
｡
地
球
柘

dI三
日
ヲ
榔
ズ
ル
ノ

時

こ

.
崎
有
リ
テ
赤
泣
ノ
北
ヲ
以
テ
日

工
的

ヒ
'

又
特
有
リ
チ
赤
誠

J
南

ヲ
以
テ
日
工
向

フ
三
内
ル
ナ
リ
Oh｡
水
道
ノ
過

北
シ
テ
光

二
向

フ
伸

二
滞

レ
パ
川
チ
凡
テ
過

北
等
ノ
戯

ハ
日

.T
止
判

シ
テ
栄

二
屈

シ
テ
則
チ
熱
ク
､
凡
テ
池
南

ノ
戯

ハ
赫
怒

エ
ン
テ
冬
･1

デ
ル
｡
中
餓

ノ
赤
道
ノ
北

,r
HLE
ル
カ
如
キ

ハ
此
ノ
時

lT
常
リ
テ
別
チ

日

ハ
長
ク
夜

ハ
兜
ク
シ
テ
桝
ク
熱

シ
O
赤
近
親
南
ノ
H

こ
向
7
時

Fr

常

レ
バ
則
チ
凡
テ
過
南
等
ノ
虚

ハ
日

,F
比
封
シ
テ
時
､
夏

二
屈

シ
テ

川
チ
熱
ク
凡
チ
池
北
ノ
虚

ハ
細
波

IF
シ
テ
冬
ト
ナ
ル
O
申
閲
ノ
赤
道

ノ
北

,r
柑
ル
カ
か
キ
ハ
此
ノ
伸

二
常
リ
テ
則
チ
討

ハ
似
ク
夜

ハ
盈

ク

シ
テ
榔
夕
波

シ
｡
(
中
略
)
叉
地
球
ノ
妹
迫
過
晴
ノ
日

工
向

へ
バ
州
チ

地
球
灘
略
と
鎚
地
球
誼
略

南
柏

rf
近
キ
ぬ
ノ
中
城
ハ

鶴
ア
-
テ
液

ナ
ク
､
北
趣

-1
妃
キ
虚

ノ
申

叔

ハ
夜
有
リ
テ
盛
ナ
シ
､

地
球
ノ
赤
超
過
北
ノ
日

fE
向

へ
バ
則
チ
北

柏

二
泣
キ
飴
ノ
平
織

ハ
親

ア
-
テ
夜
ナ
ク
､
南
柏

)f
近
キ
虚

ノ
中
城

ハ
夜
ア
リ
テ
轟
ナ
キ
ナ
リ
｡

と
あ

-

｡

第

三

は
地

球

圏
詮
で

大
凡
ソ
人

ノ
火
レ
地
球
金
飽
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
セ
バ
常

【f
鵜

ッ
末
ノ
地

裁
金
剛

ヲ
蹴

ル
ベ
ン
O
此
ノ
糊

ノ
上

F'
各
国
'
山
川
､
城
邑
ヲ
給
的

シ
テ
瞭
カ

ニ
指
事

ス
ル
カ
如
キ

Ir
ヨ
ル
｡
地
樹

ヲ
帝
撒

シ
テ
而
シ
テ

地
球
ノ
臼
カ
ラ
知

ル
べ
キ
所
以
ナ

リ

O
地
球
ノ
樹

ヲ
希
ル
ノ
法

二
要

-
テ
ハ
則
チ
必

ズ
上
田
ヲ
以
テ
北

ト
ナ
シ
'
下
田
ヲ
南
ト
ナ
シ
､
右

手
ヲ
炎
･1
ナ
シ
左
手
ヲ
四
ト
ナ
ス
O
耗
北
ノ
虚

ヲ
北
極
卜
錆

シ
樺
南

ノ
虎

ヲ
南
極
下
馬

シ
耐
シ
テ
中
火

Tt
横
線

1
催

ア
リ
､
名
ブ
ケ
テ
申

中
線
或

ハ
赤
道
ト
iH
フ
｡
父
氷

ヨ
-
田

JJ
寅
リ
チ
ッ
ラ
ナ
ル
数
線
有

-

o
名
付
ケ
チ
緯
線
卜
臼
ヒ
'
赤
道
北
方
ノ
締
組

ヲ
北
幹
線
､
赤
遮

南
方
ノ
経
線

ヲ
南
枠
線
･L
日
フ
O
緯
線
ヲ
塵
界

セ
ン
ト
欲

セ
バ
笛

fl

如
迫

ヲ
以
テ
虫
ト
ナ
ス
ベ
ン
O

北

ヨ
リ
南

21
至
リ
テ
亦
ツ
ラ
ナ
ル
教

組
有
リ
O
省
付
ケ
チ
経
線
卜
日
7
｡
経
線

ヲ
蒐
鉢
セ
ン
ト
欲

セ
パ
常

Ti
番
場
京
城
ヲ
以
テ
虫
･L
ナ
ス
べ

シ

｡
栄
城
ノ
氷

IF
ア
ル
モ
ノ
ハ
氷

細
糠
'
滋
城
ノ
蛸

TT
准

ル
モ
ノ
ハ
四
縫
紋
ト
ナ
ス
｡
此
レ
リ
ノ
大
略

ナ
リ
｡
又
地
閲

ノ
大
小

ハ
度
数

一L
由
リ
テ
両
シ
テ
抑

ス
べ
シ
｡
周
囲

親
軸
ヲ
計
ル
三
二
宵
六
十
舵

I1
シ
ー7
線
庶
二
宵
五
十
E
Ho
梅

庇
計ル

lこ
ハ
十
分

ニ
シ
テ
侮
分
計
ル
三

ハ
十
秒
ナ
リ
｡
紡
避

m
リ
盛
り
テ
北

方

三
光
ル
二
十
三
政
牛

ヲ
北
聯
卜
名

ツ
ケ
､
赤
迫

ヨ
リ
兜
リ
テ
南
方

三

七

四

五



地

球

第
二
十
二
容

･f
寅
ル
二
十
三
鹿
牛
ヲ
南
郷
卜
名
ツ
ク
｡
抑
ビ
北
柏

ヨ
リ
兜
リ
チ
南

方

二
重
ル
二
十
三
度
中
ヲ
北
脚
線
卜
名
ツ
ケ
南
柏

ヨ
-
党

リ
ニ
ア
北
方

fE
至
ル
二
十
三
庶
牛
ヲ
南
脚
紘
卜
名
ツ
ク
O

と
あ
っ

て
経
緯
線

や
地
球
五
背

の
簡
略
を
説
明
を
覆
し

次
の
大
洲
図
説
で
は
水
陸
の
分
布
､
六
大
洲
の
面
積
の

大
小
む
述
べ
第
五
の
大
津
固
説
で
は
大
東
洋
(太
平
洋
)

大
館
洋
'
印
度
揮
(南
洋
)
北
淡
洋
､
宙
水
浬
の
位
置
､

両
種
を
記
し
て
あ
る
が
北
淡
揮
､
南
淡
洋
は
つ
い
て
は

北
泳
洋

ハ
細

細
誠
卜

放
躍

.ijト
北
胡
弟
利

親
卜
三
洲
ノ

北
墳

l1
水

リ

テ
蛇
JE
北
畑
地
非

1L
滞
り
'
絹
泳
洋

ハ
南
柏
地
絡

.L
ア
リ
.
此
二
洋

ハ
共
蜘
狭
長
但
ハ
均
シ
ク
計
り
邦
ク
､
窺
恢

ハ
常

1E
盤
ク
シ
テ
滞
留

凝
結
シ
テ
兜
氷
モ
仰
ケ
ザ
ル
ナ
リ
｡

と
記

n

れ
.

之

で

地
球

総
説

の
部
分
を
終
身
､
以
下
亜

細
戯
洲
よ
き
始
め
て
大
陸
別
は
各
問
詰
を
述
べ
て
あ
る

の
で
あ
る
が
､
欧
雁
巴
洲
諮
問
及
び
米
問
を
説
-
乙
と

最
も
詳
細
'
多
-
の
貫
を
割
い
て
あ
る
.

三

地
球
説
帖
が
維
新
前
後
は
あ
っ
て
我
図
人
の
地
班
上

の
知
識
を
増
大
せ
し
ひ
る
上
に
抄
か
ら
ヂ
質
戯
し
た
ら

し
い
乙
と
は
上
述
し
た
通
-
で
あ
る
が
､
こ
の
訟
略
の

第
二
放

言
<

四
大

説
-
地
球
閲
憶
説
及
び
地
動
説
は
封
し
地
平
地
静
練
を

以
て
之
に
反
撃
を
加

へ
ね
の
が
佐
田
介
石
の
鎚
地
味
孜

脂
(
三
巷
二
相
)
で
.
本
番
題
名
は
地
球
訟
略
の
所
詮
を

鎚
破
す
る
の
意
な
の
で
あ
る
O
表
紙
基
の
見
返
し
で
は

ヤ
ヤ･L
ツ
チ

｢

日

本

鎚

｣

と
在
っ
て
層
-
､
本
文
の
初
め
に

妃

氷
壁
英
ヨ
-
3
冊
子
ヲ
脚
ル
｡
名
ッ
ケ
テ
地
球
訟

幡
･1
イ
フ
｡

吋

ア
ノ
‖ノカ

･(
於
テ
日
本
樹
記

1
輩
ア

-
O
リ
ノ
散

,T
日
ク

｢北
淡

人
以
二
兵

船
.

A

倣
人
脅
二
令
和
服
丁図
人
怖
遊
脚
議
淀
和
好
輿
レ
之
変
､
州
敦
賀
｣
ト
｡

脚
フ
エ
コ
ノ
言
放
十
字
卜
雌
を
1
部
沓
ノ
郎
ス
ル
ト
コ
P
エ
ン
テ
彼

へ.)ヤ

レ
我

脚
辱
ヲ
瑞
幽

u
蛍
量
ス
ル
ノ
意

二
川
グ
.
･相
藤

二
慰
問
髄
･i
之
平
｡

予

ハ
武
ヲ
納
ズ
ル
モ
ノ
岩
ア
ラ
ザ
レ
バ
之
ヲ
雪
4
､
之

二
軸

ハ
ン
ト

欲
ス
レ
ト
モ
別
ノ
術
ナ
シ
｡
囲
デ
カ
ノ
谷
中
ノ
地
球
ノ
敢
ヲ
探
テ
ソ

ノ
譜

ヲ
相
場
シ
'
試
"(
.ア
二
十
倍
ノ
難
ヲ
設
ケ
'
カ
ノ
訟
降
ノ
天
象

地
理
ノ
甜
リ
ヲ
鎚
破
シ
､
彼

レ
･E
ラ
我
非
ヲ
船

ヒ
末
社
ノ
醜
俗
ヲ
改

メ
テ
飛
点
閲
ノ
威
風
ヲ
仰
カ
シ
メ
ン
ト
欲
ス
.
不
知
珊
カ
コ
ノ
策
ヲ

容

ル
､
ヤ
否
ヤ
O

と
あ

っ

て
常

時

漸
-
勃
興
､

一
般
に
普
及
し
つ
～
あ
っ

た
西
洋
抽
入
の
科
撃
息
想
に
封
す
る
保
守
排
外
豪

1
派

の
日
本
主
義
は
基
-
反
動
精
榊
を
之
れ
ほ
見
る
の
で
あ

る
0本
番
は
刊
記
夜

さ
を
以

て刊
行
の
年
月
及
び
場
所
北
ハ



ほ
不
明
で
あ
る
が
序
文
に
は
文
久
二
年
十
二
月
と
在
っ

て
居
-
､
潜
時
著
者
は
京
都
に
在
っ
た
か
ら
そ
の
頃
凍

都
で
出
版
n
れ
ね
も
の
で
あ
ら
う
｡
著
者
介
石
は
肥
後

の
一
寺
院
の
生
れ
で
十
八
歳
に
し
て
素
都
に
糞
力
俳
撃

を
修
め
偶
水
月
の
森
荷
課
の
謹
放
資
治
論
在
る
藩
を
葡

ん
で
傭
家
の
大
難
は
天
文
地
班
よ
少
起
る
と
覆
し
天
文

撃
の
万
両
か
ら
閣
津
尊
説
の
打
破
に
か
J
-
'
研
僻
数

年
､
超
に
天
機
観
象
器
､
天
動
等
象
器
を
考
案
し
減
資

等
象
儀
記
'
浦
安
等
象
儀
詳
散
'
穿
国
論
等
の
藩
を
著

し
天
動
地
静
論
を
鼓
吹
し
た
.
彼
は
そ
の
外
､
ラ
ン
プ

亡
囲
諭
を
と
な

へ
る
な
ど
幕
末
よ
-
明
治
初
年
に
か
け

.tJ
の
文
明
開
化
の
風
潮
に
封
し
保
守
頑
迷
思
想
の
代
表

的
人
物
で
､

一
面
憂
問
の
志
極
め
て
洗
-
.
特
に
鮭
酒

の
方
両
か
ら
民
堺
を
匡
救
せ
ん
と
し
て
試
掘
の
賓
行
運

動
に
従
事
し
た
が
明
治
十
五
年
信
越
地
方
巡
致
中
六
十

五
歳
に
て
越
後
高
田
は
殺
し
R
.
彼
の
倖
記
と
し
て
は

明
治
十
六
年
刊
の
等
象
翁
介
石
上
人
略
侍
が
あ
う
､
鮭

掛
難
詰
融
の
大
日
本
人
名
節
番
､大
官
科
事
典
､
愛
番
趣

味
第
三
年
齢
二
故
(
昭
和
三
年
)等
は
も
略
侍
が
出
て
ゐ

地
球
祝
略
と
鈍
地
球
改
略

る
｡
叉
彼
の
諸
説
の
弟
介
研
究
と
し
で
は
木
村
泰
貿
氏
.

の
素
数
研
究
〔新
姉

一
食
第
二
助
(大
正
十
三
年
)〕
及
び

新
嘗
時
代
〔
第
三
年
第

二

二
冊
(
昭
和
二
年
)〕
所
載
の

｢佐
田
介
石
戊
の
職
安
等
象
論
｣
､
小
野
秀
雄
蛾
の
新
嘗

時
代
〔第
三
年
第

一
冊
(
昭
和
二
年
)〕
所
載
の

｢
明
治
初

期
の
反
動
瓜
憩
の
新
聞
-
佐
田
介
石
の
地
平
説
と
ラ
ン

プ
亡
闘
論
-
｣
な
ど
が
あ
-
､
園
家
母
骨
難
詰

〔
第
四

三
番
第

一
.J
験
(
昭
和
四
年
)〕
に
は
青
野
作
造
博
士
の

佐
田
介
石
著
述
日
銀
並
は
解
題
が
出
て
ゐ
る
か
ら
参
照

せ
ら
れ
た
い
｡

さ
て
鎚
地
球
詮
略
で
あ
る
が
之
は
先
に
も
の
べ
た
や

う
に
上
記
地
球
説
略
の
地
図
故
地
動
詮
に
反
封
し
二
十

箇
櫨
に
分
け
て
徹
頭
徹
尾
地
静
天
動
'
太
地
卒
埋
設
を

固
持
し
主
張
し
た
も
の
で
を
の
論
断
は
普
時
の
一
部
頑

迷
着
流
の
思
想
を
代
表
せ
る
の
み
在
ら
ず
'

山
般
科
撃

思
想
の
幼
稚
夜
多
数
人
の
薪
撃
散
は
封
す
る
考

へ
を
79

代
表
し

てゐ
る
7P
の
と
恩
は
れ
興
味
が
浅
-
覆
い
の
で

以
下
を

の要
瓢
を
摘
記
紹
介
し
や
う
と
恩
ふ
｡

先
づ
そ
の
地
球
圃
謄
詮
に
封
す
る
反
駁
を
原
文
の
9<

三

九

四
七



地

線

餅
二
十
二
容

J
に
抄
記
し
て
見
や
う
｡

(前
略
〕
モ
シ
祝
略
J
祝
ノ
如
ク

コ
ノ
大
地
ヲ
以
テ
球

ノ
ヤ
ウ

ニ
脚

キ

形
ト
セ
バ
'
憶

へ
バ
履

rl
合
サ

ン
ト
チ
歌
風
ヲ
例

ル
ガ
ゴ
ト
ク
'
己

レ
ガ
訟

rl
合
サ
ン
タ
メ
此
正
平

ノ
水
田
ヲ
柾
ゲ
テ
球
脚

ノ
水
而
ト
ス

ル
規

rT
ブ
リ
行
カ
ン
0
何
故
ブ
ナ
レ
バ
'

ソ
レ
物

ノ
正
平
ナ
ル
ハ
水

【【
及
ク

ハ
ナ
シ
0
(
中
略
)
今

コ
､
rr
盟

.L
水

ヲ
盛
リ
テ
ソ
ノ
水
耐
ヲ

ス
,Jカ
え

見

ル
三
川
カ
ラ
ズ
凸
カ
ラ
ズ
.
焚

rE
準

紬

ア
チ
タ
ル
ガ
か
ク
正
平
ナ

リ
｡
(中
略
)
タ
ト
ヒ
'出
前
朗
ノ
大
総

ト
イ

へ
ト
モ
平
出
ナ
ラ
サ
ル
鹿

ァ
ル

(
カ
ラ
才
｡
(
中
略
)飽

ノ
小
水
ガ
正
平
ナ
レ
バ
大
海

ノ
大
水

モ

亦
正
平
ナ
ル
ぺ
シ
O
砦

シ
数
千
盟
ノ
大
海

ノ
水
ガ
正
平
ナ
ル
モ
ノ
ナ

ラ
バ
朗
韻
利
伽
梅
デ
ア
レ
'
放
縦
巴
海
デ
ア
レ
､
失
弧
-

コ
ノ
日
本

砧
卜

1
両
ノ
ラF
地

ツ
ヾ
キ

rT
テ
高
下

ノ
別

ハ
ア
ル
べ
カ
ラ
ガ
､
若

シ

高
下
ノ
別
ナ
ク

ハ
地

ハ
平
地

.E
シ
テ
汝
力
地
球
ノ
訟

ハ
立

ッ
ぺ
カ
ラ

ズ
(
中
略
)
予
軍

ア
地
球
ノ
説
ヲ

ハ
ナ

ハ
ダ
怯
ク
偲
ヒ
舶

ラ
教
官
朋
ノ

大
洋

fE
至
り
､
風
経

へ
披
収
リ
タ
ル
日
ヲ

ラ
フ
ビ
､
千
出
鈷
ヲ

以
テ

前
後
数
甘
甜
ノ
閃
ヲ
洲
兜

ス
ル
ーー
ソ
′
教
官,T
盟
ノ
間
､
正
平

ニ
シ
テ

偶
力

三

関

カ
ニ
聞

ホ
ド
ノ

高
下

ス
ラ
児

エ
ズ
レ
マ
シ
テ
況

ン
ヤ
訟

略

′
訟

ノ
如
ク

三

-
千
七
首
里
ノ
問

lT
千
七
宵
十

九
駅
ノ
高
下
ア
ル

ぺ
キ
硯
ア
ラ
ン
ヤ
.
(
中
略
)
若

シ
誕
略

ノ
如
ク
地

ハ
球
ノ
如
ク
脚
ク

シ
テ
ソ
/
外
用
ヲ

ー
苅
八
甘
盟

(
今

ハ
故
ア
リ
テ

1
蛙

二
十
八
虫
ノ

測
ヲ
･L
ラ
ズ
｡

.1
度

ハ
白
本
曳
法
三
十
朗
ト
シ
外
周

ヲ
三
甘
六
十
度

ト
ス
)
ト

ス
レ
バ
地
球
ヲ
凹
ツ
削
リ
ト
シ
ソ
ノ

一
ツ
ノ
鉱
床

ノ
現
数

二
千
七
好
雄
ノ
間

ハ
千
七
甘
十
九
盟
ノ
高
下

ノ
光

ア
リ
O

コ
ノ
山

'[

妨
二
雛

芸

0

四
八

テ
地
球

ノ
頂

ヨ
リ
地
球

ノ
腰

ヲ
サ
シ
テ
舟
ナ
ド
降

y
テ
街
ク
時

ハ
高

山
ノ
頂

ヨ
リ
谷
底
ヲ
サ
シ
テ
降

ル
カ
如
ク
ナ
ル
ぺ

㌔

モ
シ
琴

フ
バ

地
球
ノ
Lq
･Tn
リ
地
球
ノ
腰
ヲ
サ
シ
テ
降

ル
呼
帆

ヤ
凪

ノ
カ

ヲ
倍
リ
ズ

舟

ヒ
ト
ザ

前
ム
ぺ
シ
｡
水

ハ
モ
ト

m
リ
低
キ

fT
降

ル
自
性

ノ
モ
ノ
ナ

ル

Ir
､

マ
シ
テ
況

ン
ヤ
二
千

七
宵
盟
ノ
開

rl
千
七
官
加
科
ノ
甚
キ
高

下

ア
レ
バ
谷
底

冒
リ
輩

ノ
岩
石

17
紬

ヲ
地

シ
テ
引
キ
下

ス
Ln
y
モ
雄

ヵ
ナ
ル

へ
キ
孤

ニ
ア
ラ
ズ
ヤ
｡
雛

ル
こ
舟

ハ
風
卜
帆
卜
林
ト
′
カ

ヲ

僻
ラ
ザ

レ
バ
逝

マ
ズ
(
中
略
)
之

ヲ
以
テ
見

レ
バ
地
球
ノ
瀕

ヨ
リ
地
球

ノ
勝

ノ
彪

マ
デ
千
七
宵
十
九
規
ノ
滴
下
ノ
遵
ア
ル
べ
カ
ラ
ズ
O
諭
下

ノ
弟

ナ
ク
バ

地

ハ
平
河

rF
シ
テ
球
脚

エ
ア
ラ
ザ
ル
べ
シ
.

な
ど

と

彼

一
流

の
翰

錦

を

以

て

大

地

の

平

均

在
る
べ
き

を
各
方
面
よ
少
詮
き
凍
-
説

き
去
っ
て
屠
少
､
そ
の
節

四
境
で
は

カ
ノ
散
略
ノ
散

ノ
如
ク
大
地

ヲ
以
チ
球

ノ
如
ク
固

キ
形
･1
セ
バ
梅

･1

随
ト
ノ
弟
ナ
カ
ル
ぺ
シ
O
何
故
ブ
ナ
レ
パ
'
リ
ノ
水

′
白
糠

ハ
卑

rf

下

ル
モ
ノ
ナ
リ
.
申

プ
地
政

ノ
頂
ノ
水

ハ
タ
ト

へ
.ハ
脚Ⅰ
減
ノ
瀕

キ

IF

水
ヲ
湛

キ
タ

ル
如
ク

エ
テ

一
滴

J
水

モ
ノ
コ
ラ
ズ
､
骨

コ
ト
く

ク

地
球
ノ
叔
下
ヲ
指

シ
テ
流

レ
ッ
ク
サ
バ
'
四
悔

コ
ト
-

ク
水
ナ
ク

シ
テ
脂

卜
陸
ト
ノ
別

ナ
カ
ル
ベ
ン
｡

と
云

ひ
､

鉾

五

項

で

は

大

地

球
階
を
ら
ば
地
球
の
頂

き

か
ら
地
球
の
腰
の
方
に
下
-
承
る
船
は
す
べ
て
腰
の
所

で
地
球
外
に
落
下
す
べ
き
で
あ
-
､
改
睦
は
引
力
を
以



て
之
を
緋
じ
て
ゐ
る
が
､
蝿
や
蟻
の
如

き
な
ら
ば

い
ざ

知
ら
ず
､
舟
や
革
､
人
の
始
が
倒
せ
ほ

て
あ
-
縛
る
班

な
し
と
し
て
種
々
模
型
に
よ
る
賓
駿
例
を
固
示
し
以
て

大
地
の
平
場
を
主
張
し
､
珠
機
能
に
肉
薄
L
で
あ
る
｡

次
に
地
動
説
に
封
し
て
そ
の
錐
先
を
向
け
水
車
は
水

あ
わ
で
担
う
､
臼
は
人
力
に
よ
-
て
廻
極
す
る
が
.
地

球
は
何
に
ょ
ゎ
で
独
特
す
る
か
と
怪
み
､
暇
に
吸
力
を

以
て
説
明
す
る
と
も
､
紙
や
綿
の
如
き
軽
さ
物
標
を
運

ぶ
カ
で
ru
へ
も
髄
を
離
れ
で
は
春
し
な

5,
か
ら
地
球
の

如
き
韮
畳
物
を
廻
晒
せ
し
ひ
る
力
が
機
を
離
れ
て
春
す

る
即
な
-
.
し
か
ら
ば
を
の
引
力
の
形
や
色
は
如
何
､
引

力
に
は
健
在

き
乙
と
凧
に
力
が
あ
っ
て
健
在

さ
が
如
し

と
云
ふ
か
も
知
れ
伯
が
､
風
は
身
に
梱
れ
て
戚
覚
が
あ

き
､
月
障
子
に
よ
与
で
防
ぎ
得
ら
る
J
か
ら
日
は
兄

へ

覆
い
だ
け
で
形
は
あ
る
が
引
力
に
は
か
J
る
健
在
さ
に

何
を
以
て
地
球
を
廻
噛
せ
し
め
程
る
か
と
難
じ
.
ま
た

地
球
が
基
し
て
廻
晒
す
る
も
の
と
す
れ
ば
地
上
に
て
弓

を
放
た
れ
た
箭
は
的
に
中
る
乙
と
夜
き
紺
で
あ
る
と
な

L
t,J

地
球
瀧
略
と
鎚
地
球
訟
略

地
球
ノ
細
岡
ヲ

日
本
朋
政
デ
溌
略
ハ
一
端
八
廿
的
ト
ス
E3
モ
シ
rt
ノ

1
慌
八
甘
出
J

地
球
ガ
1
日
t
夜
.1榔
リ
ッ
ク
ス
ト
ス
レ
バ
地
球
日

焼
ノ
柵
ル
ハ
締
ノ
術
ク
ヨ
-
モ
迎
カ
ナ
ル
コ
ト
十

七
倍
ナ
ル
べ
シ
'

二
息
ノ
間
TL餌
行
ク
コ
･1
凡
ソ
五
十
問
'人
ノ
呼
吸
ハ
一
日
1
夜
ノ

間
JL
1
鵜
三千
五
官
呼
吸
､
合
計

二
航
七
千
回
､
故
工
五
十
閃
ノ
間

数
ヲ
之
Il
カ
ケ
パ
宵
三
十
五
前
間
ト
ナ
ル
｡
即
チ
之
ヲ
十
七
倍
ス
ル

ト
地
球
ノ
担
稚
ト
ナ
ル
)
モ
シ
大
地
ガ
翰
ヨ
リ
油
キ
コ
ト
十
七
倍
ナ

ラ
バ
的
ヲ
氷
二
流
テ
弓
ヲ
射
ル
エ
ソ
ノ
節
偶
力
Ir弓
ヲ
ハ
ナ
ル
､
コ

ト

一
間
ス
レ
バ
的
ハ
早
ヤ
既
7f
十
七
閃
光
へ
逝
､､､

狙
キ
ク

ル
ベ
シ
｡

何
故
ナ
レ
バ
節
ハ
コ
ノ
地
球
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
幾
ヲ
ユ
キ
.
的
ハ
地
球
二

役
テ
地
上
ヱ
仰
ク
エ
へ
､
的
ハ
柵
Fr光
ツ
コ
ト

十
七
倍
.
節
ハ
的
二

混
ル
､
コ
ト
十
七
倍
ナ
ル
ぺ
シ

｡
シ
カ
ラ
バ
如
何
ナ
ル
張
弓
ヒ
キ
/

名
人
モ
申
ル
例
ナ
シ
O
我
開
放
ノ
寺
町
ヤ
大
阪
ノ
那
魚
場
迎
ノ
遊
戯

場
ノ
弓
サ
へ
モ
官
位
甘
中
ス
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
､
コ
ノ
大
地
ガ
御
旗

ス
ル
ト
云
フ
ハ
理
7)背
ケ
リ

｡

と
述
べ
､
次
に
は
地
球
の
公
庫
説
を
同
じ
論
法
で
否
定

し
､
そ
の
外
､
大
地
が
動
け
ば
墨
中
に
投
じ
た
物
腰
は

も
と
の
場
所
に
落
下
ぜ
ざ
る
べ
き
で
あ
わ
､
又
地
上
の

も
の
は
人
家
で
あ
れ
域
廓
で
あ

れ
'
岩
石
で
あ
れ
す
べ

て
姐
樽
の
飴
勢
を
以
て
地
球
の
外
に
投
げ
出
さ
る
J
等

であ
る
を
ど
㌧
第
二
告
迄
に
十
四
境
を
掲
げ
て
を
の
地

卒
地
静
諭
を
主
張
し
引
力
に
つ
い
て
は
物
に
は
軽
重
あ

三

一

四

九



地

球

解
二
十
二
位

わ
と
之
を

.L
蹴
L
y
ゐ
る
｡
第
三
番
で
は
上
記
地
球
詮

略
の
他
球
団
憶
説
の
四
悪
嫁
に

一
々
反
苛
を
あ
げ
て
反

撃
を
加

へ
之
を
鎚
破
し
て
あ
る
｡

之
等
彼
の
論
接
は
現
代
の
常
識
で
fJ
を
何
人
79
相
手

ほ
し
覆
い
の
で
あ
る
が
.
秤
撃
瓜
憩
が

一
般
に
幼
稚
で

加
ふ
る
ほ
荷
は
排
外
榛
東
精
榊
が
配
骨
の
奥
底
は
浸
消

し
て
ゐ
ね
潜
時
で
は
之
と
同
様
を
考
を
有
し
.
或
は
之

に

共鳴
し
た
も
の
も
少
-
在
か
っ
た
で
ら
う
と
瓜
は
れ

る
｡
し
か
し
本
巻
が

一
般
勅
令
に
直
接
及
ぼ
し
た
影
響

如
何
は
就
い
て
は
米
だ
考
へ
る
朗
が
夜
い
｡

四

我
問
に
於
で
酉
洋
の
天
文
説
は
基

き
大
地
の
球
髄
在

る
乙
と
を
紀
成
し
た
政
も
古

い
文
厭
は
乾
坤
群
数
在
る

1
番
で
.
乙
の
番
は
晃
永
の
末
年
披
凍
し
た
葡
萄
牙
人

は
よ
ム
新
ら
さ
れ
た
天
文
番
を
葡
萄
牙
の
鋸
化
人
在
る

樺
野
忠
庵
が
獅
滞
し
､
雁
掲
車
線
-
に
蕃
い
て
あ
っ
た

も
の
を
明
健
二
年
長
崎
奉
行
の
命
に
よ
わ
筒
音
兵
衛
が

邦
字
に
音
さ
改
め
p
之
に
向
井
玄
松
が
陰
陽
五
行
説
等

を
接
い
で
更
に
押
鮫
を
加

へ
た
も
の
で
あ
る
新
村
博
士

妨
二
妹

芸
1

五

〇

に
よ
る
と
本
番
原
著
は
忠
庵
の
禰
評
に
は
非
ず
し
て
自

著
な
み
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
(｢南
轡
頗
記
｣
参
看
)
何
れ

に
し
て
も
忠
庵
脱
序
は
慶
安
三
年
'
向
井
玄
於
の
序
は

嵩
治
二
年
で
そ
の
頃
既
は
地
固
説
が
我
観
に
79
昭
介
せ

ら
れ
て
ゐ
ね
輝
で
あ
る
｡

地
動
説
の
方
は
精
々
A
-
れ
て
蘭
撃
興
隆
の
安
永
､

天
明
.
寛
政
の
頃
に
蘭
藩
に
よ
少
脇
介
せ
ら
れ
､
長
崎

の
私
蘭
通
事
本
木
良
永
の
謬
し
た
｢
太
陽
窮
排
了
解
詮
｣

が
之
を
記
載
し
た
最
初
の
79
の
で
あ
る
ら
し
い
｡
し
か

し
奥
田
次
郎
氏
に
ょ
る
と
山
片
晒
桃
の
rT夢
の
代
｣
(事

和
二
年
序
)
は
寛
政
以
前
の
啓
稿
を
補
修
し
て
公
け
托

せ
る
も
の
で

｢
太
陽
窮
矧
了
解
説
｣
の
獅
謬
よ
-
+;
-

山
片
戊
が
我
園
に
於
け
る
地
動
散
の
鼻
風
光
る
由
で
あ

る
｡
(
図
撃
院
邪
誌
二
九
ノ
八
所
載
同
氏
｢
山
片
楯
桃
の

罫
蹟
補
遺
｣
参
照
)

o
そ
の
何
れ
が
兼
な
る
か
は
別
と
し

て
兎
に
角
'
地
球
間
健
論
及
び
地
動
輪
が
共
に
江
月
時

代
中
期
以
前
に
於
で
既
に
我
問
に
紹
介
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
で
あ
っ
て
､
そ
の
後
幕
末
近
-
在
る
と
窮
坪
迫
の
著

者
帆
足
甫
里
の
如
-
挟
撃
閥
撃
者
中
に
7P
rJ
の
新
野
訟



を
唱
導
し
な
も
の
が
あ
-
､
囲
尊
者
の
間
に
は
天
御
中

主
刑
を
以
て
太
陽
に
配
し
地
動
説
を
自
家
の
も
の
と
し

て
ゐ
る

一
派
ru
へ
あ
っ
た
｡
し
か
る

は
俳
家
の
間
に
あ

っ
て
は
･,～.t<
ほ
須
楢
川
中
心
の
桃
髄
を
ど
ほ
囚
は
れ
で
乙

の
西
洋
流
の
天
文
他
州
説
を
排
斥
し
た
も
の
が
少
-
荏

-
､
介
石
の
譜
薯
の
如
き
重
光
凍
俳
訟
擁
護
の
動
機
か

ら
出
壊
し
た
も
の
な
の

で
あ
る
｡
閣
暦

一
五
三
〇
年

コ

ペ

ル
ニ
ク
ス
が
初
め
て
地
動
説
を
唱
導
し
た
皆

時
欧
羅

巴
で
も
長
-
基
曹
致
命
の
猛
烈
を
反
対
を
受
け
ね
の
で

あ
る
が
､
こ
の
歌
は
二
背
教
十
年
を
経
て
我
問
に
侍
は

-,hf
,J
･J
で
も
ま
ね
か
-
の
如
-
備
家
側
の
排
撃
h
t受

け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
維
新
前
後
我
闘
人
の
新
ら
し
さ

天
文
地
班
皿
想
像
蓮
の
過
程
に
於
で
の
反
動
思
想
の

一

例
と
し
て
鎚
地
球
説
略
と
之
に
封
す
る
地
球
説
略
の
商

事
を
乙
ゝ
に
紹
介
す
る
U
(
完
)

物
理
的
方
法
に
依
る
砂
金
暦
の
探
究
に
裁
て

船

越

丈

那

二

緒

音

近
時
金
鮎
業
が
非
常
に
活
気
数
量
し
て
ゐ
る
故
に
､

そ
の
撲
鋭
法
も
亦
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
と
在
っ
て
兼

ね
O
普
通
砂
金
圏
の
探
究
に
は
試
錐
は
よ
る
方
舷
が
用

以
ら
れ
る
が
､
rJ
れ
か
ら
蓮
ベ
ル
と
す
る
所
は
地
球
物

胸
州
的
方
法
に
伐
る
砂
余
暦
の
探
究
に
就
て

排
的
方
法
に
よ
る
探
錬
激
で
あ
る
O
併
し
'
乙
の
方
法

は
砂
金
暦
中
に
在
る
金
粒
を
直
接
珠
出
す
轟
は
拙
凍
な

い
の
で
あ
っ
て
､
間
接
的
の
方
法
に
よ
る
79
の
で
あ
る
O

大
抵
の
場
令

砂金
府
中
に
は
盈
砂
､
即
ち
磁
地
盤
や
チ

タ
ン
蛾
鋸
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
､
fJ
れ
ほ
磁
力
搾
鶴

二

重

1#二


